
ミ
ツ
な
ど
の
販
売
を
し
て
い
な

い
場
合

届
出
期
限：１
月
29
日（
金
）　

▼
農
政
課

☎
27‐７
２
７
５

22‐３
８
１
７

甲
種・乙
種
防
火
管
理
講
習

１
０
０
６
４
３
５

日
時：３
月
４
日（
木
）・５
日（
金
）

／
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
ご

ろ　

場
所：
田
原
文
化
会
館
多
目

的
ホ
ー
ル　

定
員：
甲
種
、
乙
種

合
わ
せ
て
40
名（
先
着
順
）　
受
講

料：３
７
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込：２
月
１
日（
月
）～
12
日（
金
）

の
期
間
に
予
防
課
に
あ
る
受
講
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

写
真（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）２
枚
を

貼
り
付
け
て
提
出（
受
講
申
込
書

は
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）　
対
象：次
の
い
ず
れ
か
の
要

件
に
該
当
す
る
防
火
対
象
物
の
関

係
者【
甲
種
】①
遊
技
場・飲
食
店・

店
舗
・
病
院
な
ど
で
収
容
人
員
30

名
以
上
か
つ
延
べ
面
積
３
０
０
㎡

以
上
②
共
同
住
宅
・
工
場
・
事
務

所
な
ど
で
収
容
人
員
50
名
以
上
か

つ
延
べ
面
積
５
０
０
㎡
以
上
③
火

災
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ

と
が
著
し
く
困
難
な
者
が
入
所
す

上
、
直
接
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て　
そ
の

他：
令
和
２
年
度
に
登
録
し
て
い

る
団
体
も
新
た
に
登
録
が
必
要

▪
利
用
団
体
説
明
会

　
登
録
団
体
の
責
任
者
ま
た
は
代

理
の
方
は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日：３
月
９
日（
火
）を
予
定（
後

日
、
責
任
者
の
方
に
郵
送
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
）　
場
所：赤
羽
根
文

化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
届
に
つ
い
て

　
　
　
　

１
０
０
５
２
６
３

　

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
１
月
末
ま
で
に
飼
育
届

を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

｢

業｣

で
は
な
く
、
趣
味
で
ミ
ツ
バ
チ

を
飼
育
し
て
い
る
方
も
届
け
出
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合

は
届
け
出
の
対
象
外
で
す
。

・
農
作
物
な
ど
の
花
粉
受
精
の
た

め
、
一
時
的
に
飼
育
す
る
場
合

・
密
閉
構
造
の
飼
育
設
備
で
飼
育

す
る
場
合

・
自
然
巣す
ど
う洞
、重
箱
式
巣
箱
な
ど
、

反
復
利
用
可
能
な
巣
枠
、
巣す

ひ脾

を
用
い
な
い
で
飼
育
し
、
ハ
チ

放
送
大
学

（
令
和
３
年
４
月
入
学
）

内
容：
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
幅
広
い

分
野
が
学
べ
る
通
信
制
大
学　
出

願
期
限：【
第
１
回
】
２
月
28
日

（
日
）【
第
２
回
】
３
月
16
日（
火
）

資
料
請
求：
電
話
ま
た
は
Ｈ
Ｐ

（https://w
w

w
.ouj.ac.jp

）で

受
付

▼
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
２
）８
３
１‐１
７
７
１

生
活

令
和
３
年
度
学
校
施
設
開
放

利
用
団
体
の
登
録１

０
０
１
１
４
５

対
象：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
で
構
成
す
る
10
名
以
上
の
グ

ル
ー
プ　
開
放
施
設：市
内
の
小・

中
学
校
の
運
動
場
、
体
育
館
、
武

道
場　
使
用
料：【
体
育
館
・
武
道

場
】１
５
０
円
／
時
間【
運
動
場
】

無
料　

申
込：
２
月
５
日（
金
）ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
た
は
田
原
文

化
会
館
・
赤
羽
根
文
化
広
場
、
渥

美
運
動
公
園
、
市
Ｈ
Ｐ
に
あ
る
登

録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

る
社
会
福
祉
施
設
な
ど（
避
難
困

難
施
設
）で
収
容
人
員
が
10
名
以

上【
乙
種
】①
ま
た
は
②
の
面
積
未

満
の
防
火
対
象
物

※
甲
種
防
火
管
理
講
習
の
修
了
者

は
、
乙
種
防
火
管
理
者
を
必
要
と

す
る
防
火
対
象
物
で
も
防
火
管
理

者
に
な
れ
ま
す

▼
予
防
課

☎
23‐４
０
７
４

23‐０
１
８
０

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し

ょ
う　
　　
　

１
０
０
１
０
０
４

▪
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や
海
に
戻
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
と
共
に
、
海

や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
施
設
で

す
。

・
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ

接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接

続
を
お
願
い
し
ま
す

▪
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す

る
と
、
排
水
管
の
つ
ま
り
や
故
障

の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処

理
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
排
水
口
に
油
や
野
菜
く
ず
を
流

さ
な
い
で
く
だ
さ
い

・
水
洗
便
器
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
合
格
御

守
を
配
布
し
ま
す１

０
０
６
７
９
６

　
「
丸
い
、落
ち
な
い
、滑
ら
な
い
」

と
い
う
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

特
徴
を
生
か
し
、
高
校
、
大
学
、

資
格
取
得
な
ど
の
受
験
生
を
応
援

し
つ
つ
、
効
果
的
な
下
水
道
の
Ｐ

Ｒ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
受
験

合
格
を
祈
願
す
る
御
守（
缶
マ
グ

ネ
ッ
ト
）を
配
布
し
ま
す
。

対
象：受
験
生　
配
布
日：１
月
12

日（
火
）午
前
８
時
30
分
～　

配

布
場
所：
下
水
道
課　

配
布
数：

１
０
０
個
※
な
く
な
り
次
第
終
了

配
布
方
法：
下
水
道
課
窓
口
に
て

先
着
順
で
配
布
／
受
験
生
１
人
に

つ
き
１

個
ま
で

（
親
族
に

限
り
代

理
可
）

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

花
の
まち た は

ら
集

合格祈願

 ▲御守のイメージ
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